
発達障害者への
サービス提供事業所
にマッピング

障害政策課



１ きっかけと課題
障害児通所支援事業所の増加
10年前は市内に十数カ所
→児童発達支援事業所が約130カ所

発達障害の支援をしている施設がわからないという声
埼玉県が事業所へ調査を行い、一覧リストの提供

さいたま市も同様の調査を行い一覧リストを作成！
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したものの・・・



１ きっかけと課題

一覧リストが横に長く見にくい

利用者が使いやすい？

もっと直観的に分かるものを提供したい！
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２取組の内容
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３効果

自宅から施設の位置関係が分かる

色でサービス種別が判別できる

自分好みの抽出とリスト化

転入予定者からの問い合わせの際、
案内して喜ばれた。
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４取組のポイント（先行例の活用）①

先行例
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４取組のポイント（先行例の活用）②

所用期間 9月1日に相談→9月15日公開開始

データの加工

緯度・経度
データの取得

（国土地理院
の「地理院
マップシート
の活用」）

相談

デジタル改革
推進部 デー
タ・統計担当

試作の確認

Power BI確認

データの
再加工・調整

データベース
の体裁が重

要

公開

1日で試作が完成

STEP1 STEP2 STEP3 STEP4 STEP5
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制作過程



より簡単にマッピング

５今後の展開

抽出項目の追加

より見やすいデザイン

Power BI・シティスタッド基盤を使っているため、
作って終わりではなく、できるところから少しづつ
修正が可能。ノウハウが蓄積されればより簡単に。
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ご清聴ありがとうございました。
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MAP作成のため、住所を緯度経度に変換する「地理院マップシート」や、

シートの変換精度を高めるための住所データの体裁を整えるエクセル
については、情報提供を行います。


